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ション’（英語公用語化）プロジェクトを 5月 1日から始動します』と、英語で宣言したのです。社員の半数は、そのとき

何を言ったのかもわかっていませんでした」

　まずは役員会議、経営会議が英語になり、朝礼が英語になった。続いて社内資料が英語になり、よく使う英単語にバラ

ツキが出たため用語集も作成された。そして部署ごとの英語化状況を見える化し、英語学習成功例の共有と英語化の施策

が一気に進められた。

　葛城氏は社内の英語化を進めるうちに「さまざまなことがわかってきた」と語る。例えば、英語が苦手な人の特徴の一つは、

ボキャブラリーが圧倒的に少ないことだった。

「ボキャブラリーが少ないから読めない、書けない、話せない。そこで英単語のテストを始めました。単語 100問の試験を

10回行い、1000の単語を覚えさせました。すると、少しずつ英語を使えるようになっていったのです」

　他にも、中学校英語の教科書や参考書を購入し、英語で話すロールプレイングを徹底して行わせた。実は中学英語だけ

でも、相当ビジネスで話せるようになる。そのような苦労の甲斐もあって、2012年 2月、新入社員全員が TOEIC卒業となっ

た。

　しかし、苦労はまだ終わらない。他にも英語で苦心した人がいたのだ。それは

400名のシニア組だ。何を行っても英語力が上がらない。そこで皆を集めて、三木

谷社長が直々に話をすることになった。

「話したことは二つです。一つ目は『皆さんのキャリアを考えれば、この先、英語

は必ず必要になるから今からやっておこう』。二つ目は『楽天は皆で困難を乗り越

えてきた会社。一致団結して乗り切ろう』。その場で三木谷は『来週から人事が個別のトレーニングを用意します』と言っ

てしまい、急遽カリキュラムをつくることになりました。私はすぐに英会話スクールに電話してトレーナーを手配。なん

とか来てもらえることになりました。午前中を英語の勉強で、午後は仕事というカリキュラムをスタートしました」

　これらの施策の結果、TOEIC平均スコアは当初の 526.2点から、約４年後には 819.8点まで伸びた。社員に英語の基礎

力がついたことで、社内に変化もあったという。

「担当者同士がグローバルレベルで情報を共有できるようになりました。また、優秀な海外人材が入るようにもなりました。

出身地は約 70ヵ国、今では外国人比率が 20％を超えています。特にエンジニア部門は比率が 45％ですから、およそ二人

に一人が外国人です。海外展開がスムーズに行えるようになり、最新のテクノロジーの情報も手に入り、社内のバリュー

共有が行いやすくなりました」
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　葛城氏は、英語化を推進して良かったのは、従業員の一人ひとりが自信をつけることができたことだと語る。英語が苦

手だった人も、楽天で英語を勉強し、自分もやればできると思うようになった。

「以前は英語ができる一部の社員しか、海外の勉強会やセミナーに行けませんでしたが、今では誰もが行けるようになって

います。海外のグループ会社の社員が日本に来る機会も増えました。社員に自信がつき、仕事の可能性が広がったと思い

ます」

　葛城氏は、企業で英語化を進めてみて、わかったことが五点あると語る。

「一つ目は、いきなりネイティブレベルを目指さないことです。大人になっての勉強ではなかなかこのレベルまでいきま

せん。プレインイングリッシュ（平易な英語）で十分と割り切っておいたほうがいいでしょう。二つ目は、ニーズが行動
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につながるのでなく、英語を学ぶという行動がニーズを起こすことにつながったこと。まさに未来への先行投資です。三

つ目は、英語ができる人はできない人をバカにしないこと。互いを理解し、相手を助けるといった気持ちがないと成長に

つながりません。四つ目は、評価と育成の両面が必要であること。評価は客観的・定量的な測定が必要で、それをもとに

育成を行います。勉強も隙間時間で毎日できるものがベスト。五つ目は、努力と成果の見える化です。学習時間を記録し、

苦手な人も一緒になって学ぶことでお互いの頑張りが見えてきます。それがあることで継続して学べるのです」

　楽天ではこれら社内英語化のノウハウが蓄積されたことから、英語化の学習ツー

ルやノウハウ、コンサルティングなどを事業化している。学習メニューには英語を

苦心して学んできた工夫が随所に活かされている。

「私も勉強してわかりましたが、英語の eラーニングもなかなか続けることは困難

です。私たちの教材『まなみ～』には、勉強を続けるためゲーミフィケーション（目

標設定 /賞賛）を取り入れています。また、アダプティブラーニング（学習最適化）やソーシャル（コミュニティ）の要素

も取り入れました」

　他にも「LINGVIST」には AIでビッグデータ分析を行い、重要英語を選び出して教えている。「きこえ～ご」では実際

の会話の動画を見ることで生きた英語が学べる。

　現実問題として、英語の学習は続かない人が多いことに最大の課題がある。それはなぜか。葛城氏は、累計勉強時間と

英語スキル向上の関係は、右肩上がりというより階段状に近いのが実際の感覚だと語る。

「実際は、英語のヒアリングレベルが変わらないプラトーな状態が長く続きます。しかし、あるとき突然聞き取れるように

なるのです。このプラトーな期間を我慢できずにやめてしまう人が多い。しかし、必ず力がグンと伸びるときがあります。

成果が出ないから、とあきらめないほうがいい」

　英語の学習は年齢が上がると難しいという声が多くなる。しかし、葛城氏は自身の経験からやる気になれば何歳でも可

能と語る。

「私が英語を学んだのは 36歳のときです。きっかけはインドで国際会議に出て発言できず、無視されたことでした。悔し

くて、戻ってから英会話スクール、プライベートレッスン、eラーニングとすべての教材で学びました。年齢が高いとお金

と時間がかかるので、できれば若いうちから学んだほうがいい。しかし、楽天のシニア社員もできるようになったように、

やる気さえあれば何歳でも問題ありません」

　最後に葛城氏は会場の参加者に、自然科学者ダーウィンの言葉を紹介した。

「最も強い者が生き残るのではなく、最も賢い者が生き延びるのでもない。唯一生き残るのは変化できる者である。激動の

時代は、変化に対して適応力を高める必要があります。企業の人事の皆さまは、社員に変化し、将来に対する適応力を高

めることを求める役目があるのではないでしょうか。その呼びかけはいつか感謝されるはずです」


